
2023 年 10 月 2日 
東京電力 HD 株式会社 

 

緊急時対応組織の実効性の向上に係る評価指標案における柏崎刈羽訓練時の評価（案） 

Ｎｏ． 指標 
基準 

評価対象の考え方など 
A B C 

９－２ 

【Ｐ】 

緊
急
時
対
応
組
織
の
能
力
の
向
上 

緊急時対応組織

の実効性向上に

係る年度計画 

①目標設定 

②達成基準 

③継続的改善 

（効果的な向上） 

緊急時対応組織の実効性の向上の

観点から、年度計画について、以

下の項目を全て満足する。 

①適度な難易度で設定された中期

計画の目標に基づき、年度の目

標が適切に設定されている。 

②年度の目標に対する具体的な達

成基準が具体的、かつ明確に設

定されている。 

③継続的改善に係る仕組みが効果

的に機能している。 

（限定的な向上） 

緊急時対応組織の実効性の向

上の観点から、年度計画につ

いて、以下の項目が１つ以上

ある。 

①容易な難易度で設定された

中期計画の目標に基づき、

年度の目標が設定されてい

る。 

②年度の目標に対する達成基

準の一部が具体的でない、

あるいは、不明確である。 

③継続的改善に係る仕組みが

十分に機能してない。 

 

（Ａ、Ｂ以外） 

緊急時対応組織の実効性の維

持が目標となっている等。 

年度計画は、中期計画に基づき、訓練に参加する緊急時対応組織の範囲、目標、実動訓練の内容等が選定されていることについて、

例えば以下を確認する。 

・中期計画に基づき、緊急時対応組織の能力の維持及び能力の向上に資する目標が設定されているか（①目標設定に係る確認）。 

・上記目標の達成基準が具体的に設定されているか確認する（②達成基準に係る確認）。 

・継続的改善に係る仕組みについて、社外の組織からの意見や提言の活用など、改善の余地がないか（③継続的改善に係る確認）。 

 

また、毎年度全ての緊急時対応組織の実動訓練が実施できない場合は、中期計画において、各緊急時対応組織の重要性等を考慮して

適切に実施頻度が設定されていることを確認する。 

 

柏崎刈羽訓

練時の評価

（案） 

⓪目的 

事業者防災訓練において、「応急復旧計画を策定し復旧対策を実施する」（Ⅰ-33）と定めている。 

具体的には、外部電源喪失時の中長期復旧対応として移動用機器等による復旧手順を定めている。実設備を設置することにより知見をガイド・手順書へ反映し対応力を向上させることを目的とする。 

 

①目標の設定 

・外部電源喪失事象が発生した場合に、早期に信頼性のある外部電源からの電源供給が可能となるよう、移動用機器等による復旧手順をガイド・手順書にて取り纏めている。（2014 年度作成済） 

・外部電源復旧訓練に関する訓練実績で各要素の実施箇所を管理していた。 

昨年まで実施出来ていない送電線引下工事を実施するには、500kV 送電線停止工事に合わせて工事を計画する必要があり昨年 11月より今年度工事について調整を実施し 2023 年度に実施が可能となった。 

・6kV ケーブル法面布設時に安全な施工方法の検討及び検証。（平坦箇所のケーブル布設については昨年度実施しており、昨年度の課題である法面布設を対象とした） 

 

②達成基準 

・2023 年度計画で目標設定した「【PG】66kV ケーブルヘッドの設置および送電線引き下げ設置訓練」について現場状況に合わせて実設備を設置する。（他組織である東電ＰＧは、評価対象外） 

 P13「【添付 1】2023 年度柏崎刈羽原子力発電所防災訓練（社内）に伴う応急復旧訓練（外部電源復旧に係る関係会社との連携）」 

・2023 年度計画で目標設定した「【KK】6kV ケーブル布設、接続訓練」について現場状況に合わせて実設備を設置する。 

P14「【添付 1】2023 年度柏崎刈羽原子力発電所防災訓練（社内）に伴う応急復旧訓練（外部電源復旧に係る関係会社との連携）」 

・「【KK】6kV ケーブル布設、接続訓練」を安全に施工するため、「P17～24【添付 2】2023 年度訓練評価基準シート（外部電源復旧訓練）」を活用する。 

 

③継続的改善に係る仕組み 

・ガイド・手順書に定められた手順について訓練プレーヤによる反省会および社内外の評価者により訓練評価を実施し、訓練課題を抽出する。 

・訓練課題の改善方策について関係者で調整し対応方法を策定する。 

（昨年度の例：【HDと PG で共同調整】昨年まで実施出来ていない送電線引下工事を実施するには、500kV 送電線停止工事に合わせて工事を計画） 

・訓練の知見についてガイド・手順書へ反映する。 

（昨年度の例：6kV ケーブル法面布設時に安全装置方法の検討及び検証） 
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Ｎｏ． 指標 
基準 

評価対象の考え方など 
A B C 

９－３ 

【Ｐ】 

緊
急
時
対
応
組
織
の
能
力
の
向
上 

緊急時対応組織

の実動訓練 

（フル実動訓練） 

中期計画に基づく当該年度計画で

実動とした緊急時対応組織の全て

が実動する計画である。 

（一部実動訓練） 

中期計画に基づく当該年度計

画で実動とした緊急時対応組

織のうち一部が実動する計画

である。 

（Ａ、Ｂ以外） 

緊急時対応組織の実動訓練を

実施しない計画など。 

中期計画に基づき、実動訓練の参加組織あるいは参加者は、実発災時の活動を想定し、広範囲かつ適切に設定されているか確認す

る。 

 

「広範囲かつ適切に」とは、緊急時対応組織について、中期計画及び年度計画で設定した目標のため、必要な組織が網羅されること

をいう。 

「全てが実動する計画である」の確認に当たり、社外組織については、この限りではない。 

【緊急時対応組織の実動訓練の例】 

①原子力事業所災害対策支援拠点における自社の活動 

②緊急事態応急対策等拠点施設（オフサイトセンター）における自社の活動 

③他の原子力事業所（自社の原子力事業所を含む。）との連携に係る自社の活動 

④原子力緊急事態支援組織との連携に係る自社の活動 

⑤実動省庁（防衛省・自衛隊、警察、消防）との連携に係る自社の活動 

⑥その他、必要な社内外組織との連携に係る自社の活動 

 
 

柏崎刈羽訓

練時の評価

（案） 

○参加者 

今年度計画で設定した訓練項目について、実設備を設置するために必要な資機材及び人員について以下の通り計画した。 

設定した目標のために必要な組織を抽出し、協力会社を含めて調整を実施したため必要な組織が網羅されている。 

①社内（ＨＤ）   １ 本社原子力運営管理部   １名        ②社外（ＰＧ）   ５ ＰＧ本社工務部  ５名 

（原子力災害発生時の窓口）                   ６ ＰＧ多摩総支社  ６名 
 ２ 本社復旧班       ２名                  ７ ＰＧ信濃川電力所 ３名 

 ３ 発電所本部        ２名                  ８ 協力会社     ９名 

 ４ 発電所現場 復旧班員 ５０名（１班５名×10 班） 

 

○体制図 
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Ｎｏ． 指標 
基準 

評価対象の考え方など 
A B C 

９－４ 

【Ｐ】 

緊
急
時
対
応
組
織
の
能
力
の
向
上 

緊急時対応組織

の実効性向上に

係るより現実的

な実動を伴う訓

練設定 

（臨機応変な対応能力の向上） 

より現実的な実動を伴うシナリオ

や状況設定となっており、緊急時

対応組織の活動の全てがシナリオ

非提示型訓練となっている。 

（型通りの対応能力の維持）

より現実的な実動を伴うシナ

リオや状況設定となってお

り、緊急時対応組織の活動の

全て又は一部がシナリオ提示

型訓練となっている。 

（Ａ、Ｂ以外） 

当該年度の目標とは関係ない

シナリオが設定されている

等。 

実発災時の活動を想定し、より現実的な実動を伴うシナリオや状況が設定されているか確認する。 

ここで、「現実的なシナリオ」には連携する組織間において、上位組織等の意思決定プロセスも含むこととする。 

ただし、時間的な制約などにより、現実的な連携シナリオが設定できない場合は、部分的な実動訓練を要素訓練として、実施しても

良い。 

 

なお、シナリオを予見できる情報（発災前の施設運転状況、地震等の起因事象等といった訓練の前提条件は含まない）が事前演習等も

含め全く提示されていない場合をシナリオ非提示とする。 

 

 

 

 
 

柏崎刈羽訓

練時の評価

（案） 

○より現実的なシナリオ 

 現実的な実動を伴うシナリオを設定済み。 

  P11「2023 年度柏崎刈羽原子力発電所防災訓練（社内）に伴う応急復旧訓練（外部電源復旧に係る関係会社との連携）」 

 「現実的なシナリオ」には連携する組織間において、上位組織による意思決定プロセスは、（指標 9-3 体制図）に基づき実施する。 

時間的な制約により、部分的な実動訓練を要素訓練として設定済み。 

以下の項目をシナリオ非提示型訓練として実施 

①【PG】送電線引下作業工事、66kV ケーブルヘッド設営・接続工事 

②【KK】6kV ケーブル布設工事 

 シナリオ非提示型訓練と考える理由は、以下。 

（訓練手順） 

   ①地震発生（震度７）：訓練参加者へ条件付与 

   ②外部電源喪失   ：訓練参加者へ条件付与 

   ③ダミー箇所    ：訓練参加者へ条件付与（損傷箇所特定、必要な復旧手順についてはガイド等により明文化） 

   ④現場実働訓練箇所 ：現場での諸活動は、プレーヤー判断で全て行う計画のためシナリオ非提示と考える（ガイドにより復旧方針は確定しているが、現場状況に合わせてプレーヤーが施工を検討する必要有り） 

P11「2023 年度柏崎刈羽原子力発電所防災訓練（社内）に伴う応急復旧訓練（外部電源復旧に係る関係会社との連携）」 

   ※ダミー箇所と現場実働訓練箇所のインターフェースについては、必要に応じコントローラが状況付与する。 
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Ｎｏ． 指標 
基準 

評価対象の考え方など 
A B C 

９－５ 

【Ｄ】 

【Ｃ】 

緊
急
時
対
応
組
織
の
能
力
の
向
上 

緊急時対応組織

の実効性向上に

係る支援活動の

実施 

（すべて実施） 

全て、当初の計画通りに活動が実

施された。 

（概ね実施） 

概ね、当初の計画通りに活動

が実施された。 

（Ａ、Ｂ以外） 

当初の計画通りに活動が実施

されなかった。 

・コントローラの介入などに

より、訓練の中断を要する場

合等 

実発災時の緊急時対応組織の活動を想定し、訓練が広範囲にわたる組織間において適切な連携の下、計画通りに実施されたか確認す

る。 

・評価のため、行動内容（計画に実施できたこと、できなかったこと及び新たに見つかった問題）の記録がとられていることを確認

する。 

 

ここで、「適切な連携」とは、予め定められた指揮命令系統に基づき、組織内及び組織間が予め定められた手順通りの対応が出来る

ことをいう。また、手順を超える対応については、期待する行動や連携ができることをいう。 

 

 

 

 
 

柏崎刈羽訓

練時の評価

（案） 

○評価のため、行動内容（計画に実施できたこと、できなかったこと及び新たに見つかった問題）の記録がとられていることを確認する。 

ここで、「適切な連携」とは、予め定められた指揮命令系統に基づき、組織内及び組織間が予め定められた手順通りの対応が出来ることをいう。また、手順を超える対応については、期待する行動や連携ができることを

いう。 

 

⇒訓練前に計画した目標については、予め定められた指揮命令系統や手順に基づいた対応が●●、●●の項目において達成できたと考えている（報告書提出時に記載予定）。（下表） 

また、訓練前に計画した目標に係る細かな達成基準を記載した訓練の評価チェックシートを作成し、本チェックシートを用いて、訓練評価者（当社社員、東電ＰＧ）にて評価、良好事例及び気づき事項の抽出を実施した。

【指標 11「対応」欄】 

知見拡充及び訓練時の状況振り返りに活用するため記録を採録予定 

（目標設定に対する達成状況）：指標 9-2 ②達成基準 

目標設定 

【評価対象箇所】 

評価者 
達成状況 

ＫＫ ＰＧ 

① 

【PG】 

2023 年度計画で目標設定した「【PG】66kV ケ

ーブルヘッドの設置および送電線引き下げ

設置訓練」について現場状況に合わせて実

設備を設置する。 

● ● 

・報告書提出時に記載予定。 

 

② 

【KK】 

2023 年度計画で目標設定した「【KK】6kV ケ

ーブル布設、接続訓練」について現場状況に

合わせて実設備を設置する。 

● ● 

・報告書提出時に記載予定 

③ 

【KK】 

「【KK】6kV ケーブル布設、接続訓練」を安

全に施工するため、「P17～24【添付 2】2023

年度訓練評価基準シート（外部電源復旧訓

練）」を遵守する。 

●   ● 

・報告書提出時に記載予定 
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Ｎｏ． 指標 
基準 

評価対象の考え方など 
A B C 

１１ 

【Ｃ】 

【Ａ】 

訓練結果の自己評価・分

析 

（継続的な向上） 

ＰＤＣＡを回し、１つ上のレベル

に到達し、これを繰り返すことで

継続的な向上に繋がっている（ス

パイラルアップが出来ている）。 

（現状の維持） 

ＰＤＣＡを回しているもの

の、現在のレベルを維持して

いる。 

・検証・評価ができていない 

・計画で設定した目標と比較

し、目標に近づいたのか評

価していない 

・改善点が見つからない 

・改善案が適切ではない 

・次のサイクルで目標、課題

を設定せずにPDCA サイクル

を回す 等 

（Ａ、Ｂ以外） 

ＰＤＣＡが回っていない。 

・同様の問題が毎年繰り返し

確認されている 等 

訓練実施及び訓練結果の自己評価において、【C】適切に検証・評価がされ、【A】評価にしたがって改善すべき事項が抽出され、具体

的な対策の方針を定めているか確認する。防災訓練実施結果報告書等により確認する。 

①計画された目標の達成基準に基づき適切に評価が行われたか 

②改善すべき事項の抽出がされているか 

（目標未満の成果）目標を下回る成果や新たに見つかった問題について、原因の分析がされているか 

（目標以上の成果）目標を上回る成果や継続すべき良好な行動について、原因の分析がされているか 

③改善すべき事項について、具体的な対策が図られている、あるいは、改善に取り組んでいるか 

 

②については、いわゆる「なぜなぜ分析」等が行われ原因を深掘りして分析されていることを確認する。 

 

なお、訓練実施前に指標１で確認した情報フローについての自己評価、指標９で確認する緊急時対応組織の能力の向上に係る自己評価

や改善状況についても、この指標で確認する。 

 

本指標に基づく評価に当たり、悪い点だけではなく、緊急時対応能力の向上に繋げる観点で、良い点についても抽出・分析が行われ、

必要に応じて組織間で共有されるかなど確認する。 

 
 
柏崎刈羽訓
練時の評価
（案） 

①計画された目標の達成基準に基づき適切に評価が行われたか 
②改善すべき事項の抽出がされているか 
 
 

ＰＤＣＡを回す仕組み 

・「2023 年度訓練評価基準シート（外部電源復旧訓練）」を活用し社内外の評価者により訓練評価を実施し、訓練課題を抽出する。 

・ガイド・手順書に定められた手順について訓練プレーヤによる反省会および社内外の評価者により訓練評価を実施し、訓練課題を抽出する。 

・訓練課題の改善方策について関係者で調整し対応方法を策定する。 

（昨年度の例：【HDと PG で共同調整】昨年まで実施出来ていない送電線引下工事を実施するには、500kV 送電線停止工事に合わせて工事を計画） 

・訓練の知見についてガイド・手順書へ反映する。 

（昨年度の例：6kV ケーブル法面布設時に安全装置方法の検討及び検証） 
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1一般 取扱注意 関係者限り 東京電力HD 2022.10

2023年度柏崎刈羽原子力発電所
防災訓練（社内）に伴う応急復旧訓練

（外部電源復旧に係る関係会社との連携）

2023年10月2日
東京電力HD株式会社

【添付１】
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2一般 取扱注意 関係者限り 東京電力HD 2023.10

1．訓練目的と現在までの経過

訓練目的
外部電源喪失時の中長期復旧対応として移動用機器等による復旧

手順を定めている。実設備を設置することにより知見をガイド・手
順書へ反映し対応力を向上させることを目的とする。

現在までの経過
外部電源喪失事象が発生した場合に、早期に信頼性のある外部電

源からの電源供給が可能となるよう、移動用機器等による復旧手順
をガイドにて取り纏めている。（2014年度作成済）
また、弊社原子力発電設備は、他電力供給エリアに立地しており

、外部電源復旧に関しては、他電力NWの協力が必要となる可能性が
ある。上記ガイドには、他電力NWと協調して実施する手順も含まれ
ている。
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3一般 取扱注意 関係者限り 東京電力HD 2023.10

2．訓練日程

訓練日
2023年 10月16日（月）～10月19日（木）

訓練内容
1日目 2日目 3日目 4日目

PG
送電

乗入
・部材をKKに仮置き

準備
(1)送電線の接地
(2)仮留アンカー設置
(3)送電線引下作業
（途中まで）

訓練
(3)送電線引下作業
(4)CH※接続
・撤収（可能な限り）

撤収
・送電線引下撤収作業
・送電線接地外し

PG
変電

－ 乗入
・部材をKKに仮置き

訓練
(4)CH※設営

撤収
・CH※撤収

KK 移動連絡訓練
PG送電部材受入
入構誘導訓練(PG送
電)

PG変電部材受入
入構誘導訓練(PG変
電)

(5)6ｋVケーブル布設・
接続

（ケーブル同士の接続）

撤収

主となる訓練

※CH:ケーブルヘッド（終端接続部）- 8 -



3．復旧手順
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7一般 取扱注意 関係者限り 東京電力HD 2023.10

5．訓練内容（対象箇所）

2023年度KK
訓練範囲

2023年度PG
訓練範囲
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8一般 取扱注意 関係者限り 東京電力HD 2023.10

5．訓練内容（PG)
PGの訓練としては、新新潟幹線1Lの停止に併せて、線下に66kVCH(4)を設置。(3)送電線引き下げ作業とする。
KKの訓練は６ｋVケーブル布設・接続作業

南新潟幹線
第一鉄塔

新新潟幹線
第一鉄塔

(1）送電線の接地
(2)仮留アンカー設置
(3)送電線引下作業は、1相のみの訓練とする。（訓練期間短縮のため）
(4)CH（※）設置は3相実施し、送電線引下作業との干渉を確認する。
（CH一式の運搬、現地でのCH架台設営・設置作業） ※CH:ケーブルヘッド（終端接続部）

2023年訓練対象
・66kV CH設置
・送電線引下作業

(2)

(3)

(4)

(3)
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9一般 取扱注意 関係者限り 東京電力HD 2023.10

＜2023年度＞計53名
・柏崎刈羽原子力発電所復旧班
電源隊 50名(1班5名×10班)
・本社 3名程度

防災班

計画班

号機班

保安班

通報班

復旧班

復旧班長

指令係

注水隊

給油隊

瓦礫隊

注水隊
（停止号機）

電源隊

…

…
…

…

…

緊急時の電源復旧活
動を実施※60名＋予
備育成30名の
計90名が在籍

6kV電力ケーブルを20ｍを６本
（3相×1条）の布設
20mのケーブルをスリップオンで中
間接続しながら布設する。

1組（5人／班 ×３班の計15人）で活動
※訓練では3組が交代しながら活動

＜2023年度実施箇所＞
⑤6kV電力ケーブル
（F-CV150mm2×3相×40ｍ）

2022年度訓練風景

原子力防災組織

＜電源隊の外部電源復旧活動＞

5．訓練内容（KK)
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10

6．2023年度計画

項目 内容
訓練目的 •外部電源喪失時の中長期復旧対応として、送電線から受電するための訓練を行う。

• 【PG】66kVケーブルヘッドの設置および送電線引き下げ設置訓練(右下図）
• 【KK】6kVケーブル布設、接続訓練

目標の設定 •緊急時演習と別日（11月上旬（４日間））に、現場状況に合わせて実設備を設置
する。

•現場実働訓練の知見をガイドへ反映する。
達成基準 •安全に実設備を設置する。
継続的改善に
係る仕組み

•訓練後に関係者で振り返りを実施し、知見をガイドへ反映する。また、課題を抽出し継続
して解決策について検討する。

ＰＧとの外電復旧に関する「年度計画」

拡大図

【PG】2023年度実施箇所全体復旧図

500kV新
新潟幹線１
L停止計画
に合せて訓
練を実施
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11

項目 内容
参加者 • PG本社工務部（工務復旧班）

•送電：信濃川電力所 送電グループ、協力会社
•変電：多摩総支社 各制御所変電保守グループ
•原子力復旧班
• KK復旧班

体制図

より現実的な
シナリオ

•緊急時演習の要素訓練として
• シナリオ非公開（緊急時演習自体がシナリオ非公開）で行う訓練

原子力本部本社
復旧班

PG本部
工務復旧班

PG信濃川
電力所

PG多摩
総支社

KK
復旧班

調整

対応指示

発電所

連携

要請原子力防災
本社 本部長

要請

一般防災
本社 本部長

指示

6．2023年度計画
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2023 年度訓練評価基準シート（外部電源復旧訓練） 

 

目標設定 検証のポイント 達成可否 メモ欄 

現場指揮者の

統率 

「【指標７】①現場指揮者の統率チェックシート」を活用して

確認する。 

□可 □否  

現場要員の対

応 

「【指標７】②現場要員の対応チェックシート」を活用して確

認する。 

□可 □否  

安全対策 

 

【周知】現場指揮者は、現場要員へ対して当該作業内容の過去

事例や当該現場での危険箇所について周知すること。 

※危険個所は、KK 手順書を参考とする。 

□可 □否  

【周知】現場指揮者は、当該班以外（東電ＰＧ）が近辺で作業

する際、お互いの工事内容及び作業範囲を明確にするように事

前に打合せを実施すること。 

また、結果を現場要員へ周知し、危険区域に立ち入らないよう

にすること。 

□可 □否  

ケーブル法面

布設 

【2022 年度 

課題より 

今年度設定 

内容】 

【安全対策】法面（斜面）へケーブル布設時に作業員が安全措

置を実施すること。 

例）作業員滑落防止措置 

□可 □否  

【ケーブル損傷防止】ケーブルコネクタ部先端を紐等で固縛

し、先端に応力をかけないようにすること。 

□可 □否  

【添付２】 

（留意事項）当該シートは、柏崎刈羽原子力発電所の復旧班について評価する。  ※他組織である東電ＰＧは、評価対象外。 
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その他気付き欄 
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訓練実施日：                   　　訓練対象班： 評価者：　　　　　　

チェック
対象外

Ｎｏ カテゴリー チェック項目
採点

(全50点)
チェック

(全12項目)
コメント

Ⅰ．現場指揮者に関するチェック項目（２0点） 良  ・ 可 ・ 不可
良・可の場合

チェック

1 役割分担 各要員の配置、役割分担を要員に説明できた。 2  ・  1  ・  0 

2 体調管理 現場要員の体調確認・点呼（安否確認含む）を実施できた。 2  ・  1  ・  0 

3 リスク抽出
現場のリスクを抽出し、現場要員に注意喚起や情報共有を実施で
きた。

2  ・  1  ・  0 

4
設備健全性
確認

設備健全性確認の指示を行い、設備状況を確認・共有できた。
（緊対本部　⇔　リーダー　⇔　現場要員）

2  ・  1  ・  0 

5
資機材状況
確認

必要な資機材の準備指示を行い、資機材状況を確認・共有でき
た。（緊対本部　⇔　リーダー　⇔　現場要員）

2  ・  1  ・  0 

6 声の大きさ 全員に聞こえる声で、簡潔な指示が出せた。 2  ・  1  ・  0 

7 情報連携
緊対本部の情報※１および復旧現場の情報※2をそれぞれ共有でき
た。（緊対本部の情報は現場、復旧現場の情報は緊対に共有）

2  ・  1  ・  0 

8
コミュニケー
ション

適宜ブリーフィングを行い、状況確認および認識統一を図れた。 2  ・  1  ・  0 

9
ヒューマンパ
フォーマンス
ツール

ヒューマンパフォーマンスツール※3を活用できた。 2  ・  1  ・  0 

10 防護装備
本部からの指示や情報を基に、適切な放射線防護装備（GB、
APD含む）や安全保護具※4の着用指示を行えた。

2  ・  1  ・  0 

Ⅱ．手順の順守に関するチェック項目（15点）
手順に抜けがあった場合

0点
10点以上の場合

チェック

11 手順順守 作業が抜けなく実施できていることを確認できた。※5 　／　15

Ⅲ．作業完了時間に関するチェック項目（15点）
作業完了超過時間によ
り、点数が変動※７

5点以上の場合
チェック

12 作業時間 作業全体の進捗を把握し、目標時間内※6に作業完了できた。 　／　15

※１　プラント状況、放射線量、構内状況、復旧戦略、本部指示など

※２　現場状況、作業の進捗状況、作業開始時間（出動時間）、作業完了目標時間など

※３　ヒューマンエラーを減らす取り組みのこと（指差し呼称、ダブルチェックなど）

※4　ヘルメット、手袋、ハーネス、長靴、など　

※5　手順書に則り、評価者がチェックを実施する。手順が抜けた場合、途中で気づき作業をやり直せたら減点なしとする。

※７ ・目標時間までに作業完了できた（15点）

・目標時間までに作業完了できなかった（0点）

評価

①現場指揮者の統率チェックシート 【対象者：現場指揮者】

採点

採点

採点

総合点

※6　手順書に記載されている作業時間で時間測定を行う。（本部が指示した作業完了時間ではない）
　　　マルファンクションが発生した場合、現場指揮者が、マルファンクションを考慮し（現場状況、作業員の能力など）再設定した時間を「目標時間」とする。
　　　目標時間内に作業を実施できたとしても、訓練上で怪我人の発生があった場合、点数を０とする。
　　　作業が中断した場合、 手順書を参照し、シナリオ終了時において「どのステップまで進んでいるか」を確認し評価する。
　　　訓練中に他対応（トラブル関係や怪我人発生）が入った場合、下記の通りとする。
　　　◇訓練を継続した場合：通常通りの評価を継続。
　　　◇訓練を中止した場合：評価を中止する。

個

点 個

個

個点

点

点

点

点

点

【指標７－②】
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Ⅰ．現場指揮者に関するチェック項目  採点基準

1 各要員の配置、役割分担を要員に説明できた。 点数

・各要員の配置、役割分担を明確かつ簡潔に説明できた。 2

・各要員の配置、役割分担を説明できた。 1

・各要員の配置、役割分担を説明しなかった。 0

2 現場要員の体調確認・点呼（安否確認含む）を実施できた。 点数

・適宜、要員の体調確認・点呼（安否確認含む）を実施できた。 2

・活動開始時のみ、要員の体調確認・点呼（安否確認含む）を実施できた。 1

・要員の体調確認・点呼（安否確認含む）を実施できなかった。 0

3 現場のリスクを抽出し、現場要員に注意喚起や情報共有を実施できた。 点数

・現場のリスクを抽出し、現場要員に注意喚起や情報共有を実施できた。 2

・現場のリスクを抽出できた。 1

・現場のリスクを抽出できなかった。 0

4 設備健全性確認の指示を行い、設備状況を確認・共有できた。（緊対本部⇔リーダー⇔現場要員） 点数

・設備健全性の指示を行い、設備状況を確認・共有できた。 2

・設備健全性の指示を行い、設備状況を確認できた。 1

・設備健全性の指示を行えなかった。 0

5 必要な資機材の準備指示を行い、資機材状況を確認・共有できた。（緊対本部⇔リーダー⇔現場要員） 点数

・必要な資機材の準備指示を行い、資機材状況を確認・共有できた。 2

・必要な資機材の準備指示を行い、資機材状況を確認できた。 1

・必要な資機材の準備指示を行えなかった。 0

6 全員に聞こえる声で、簡潔な指示が出せた。 点数

・全員に聞こえる声で、簡潔な指示が出せた。 2

・遠くにいる要員には、指示が聞こえていなかった。 1

・ほとんど指示が聞こえなかった。 0

7 緊対本部の情報および復旧現場の情報をそれぞれ共有できた。（緊対本部の情報は現場、復旧現場の情報は緊対に共有） 点数

・緊対本部および復旧現場の情報を要員に共有できた。（緊対本部の情報は緊対本部から情報提供があった場合） 2

・活動開始時のみ、緊対本部および復旧現場の情報を要員に共有できた。 1

・緊対本部および復旧現場の情報を要員に共有できなかった。 0

8 適宜ブリーフィングを行い、状況確認および認識統一を図れた。 点数

・ブリーフィングを行い、情報確認および認識統一を図れた。 2

・ブリーフィングを行えた。 1

・ブリーフィングを行わなかった。 0

9 ヒューマンパフォーマンスツールを活用できた。 点数

・ヒューマンパフォーマンスツールを活用する運用になっており、HEを減らす取り組みができた。 2

・ヒューマンパフォーマンスツールを活用する運用になっていたが、数回活用できなかった。 1

・ヒューマンパフォーマンスツールを活用できなかった。 0

10 本部からの指示や情報を基に、適切な放射線防護装備（GB、APD含む）や安全保護具の着用指示を行えた。 点数

・適切な放射線防護装備（GB、APD含む）や安全保護具の着用指示を行い、その後、要員へ着用確認を行えた。 2

・適切な放射線防護装備（GB、APD含む）や安全保護具の着用指示を行えた。 1

・適切な放射線防護装備（GB、APD含む）や安全保護具の着用指示を行えなかった。 0
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【良好事例】

【気付き】
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訓練実施日：                   　　訓練対象班： 評価者：　　　　　　
チェッ
ク対象

外
Ｎｏ カテゴリー チェック項目

採点
(全50点)

チェック
(全12項目)

コメント

良  ・ 可 ・ 不可
良・可の場合

チェック

1 役割分担 自分の配置・役割分担を把握して行動できた。 2  ・  1  ・  0 

2
設備健全性確
認

設備健全性確認の指示を受け、設備状況を確認・共有できた。
（リーダー　⇔　現場要員）

2  ・  1  ・  0 

3
資機材状況確
認

必要な資機材の準備指示を受け、資機材状況を確認・共有でき
た。（リーダー　⇔　現場要員）

2  ・  1  ・  0 

4 声の大きさ 伝達時の声の大きさに問題がなかった。 2  ・  1  ・  0 

5
コミュニケー
ション

密にコミュニケーションをとり、作業を実施できた。 2  ・  1  ・  0 

6
ヒューマンパ
フォーマンス
ツール

ヒューマンパフォーマンスツール※１を活用できた。 2  ・  1  ・  0 

7 防護装備 指示された装備を迅速かつ確実に着用できた。 4  ・  2  ・  0 

8 ツール類使用 工具の使用に問題がなかった。 2  ・  1  ・  0 

9 ツール類使用 車両の操作に問題がなかった。 2  ・  1  ・  0 

手順に抜けがあった場
合

0点

10点以上の場合
チェック

10 手順順守 作業が抜けなく実施できていることを確認できた。※２ 　／　15

作業完了超過時間によ
り、点数が変動※4

5点以上の場合
チェック

11 作業時間 作業全体の進捗を把握し、目標時間内に作業完了できた。※３ 　／　15

※1　ヒューマンエラーを減らす取り組みのこと（指差し呼称、ダブルチェックなど）

※2　手順書に則り、評価者がチェックを実施する。手順が抜けた場合、途中で気づき作業をやり直せたら減点なしとする。

※4 ・目標時間までに作業完了できた（15点）

・目標時間までに作業完了できなかった（0点）

評価

採点

総合点

※3　手順書に記載されている作業時間で時間測定を行う。（本部が指示した作業完了時間ではない）
　　　マルファンクションが発生した場合、現場指揮者が、マルファンクションを考慮し（現場状況、作業員の能力など）再設定した時間を「目標時間」とす
る。
　　　目標時間内に作業を実施できたとしても、訓練上で怪我人の発生があった場合、点数を０とする。
　　　作業が中断した場合、 手順書の手順を参照し、シナリオ終了時において「どのステップまで進んでいるか」を確認し評価する。
　　　訓練中に他対応（トラブル関係や怪我人発生）が入った場合、下記の通りとする。
　　　◇訓練を継続した場合：通常通りの評価を継続。
　　　◇訓練を中止した場合：評価を中止する。

②現場要員の対応チェックシート【対象者：現場要員】

Ⅰ．現場要員に関するチェック項目（２0点）

採点

Ⅱ．手順の順守に関するチェック項目（15点）

採点

Ⅲ．作業完了時間に関するチェック項目（15点）

個点

個

個

個点

点

点

【指標７－③】
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Ⅰ．現場要員に関するチェック項目  採点基準

1 自分の配置・役割分担を把握して行動できた。 点数

・自分の配置・役割を理解して、指示に対して迷うことなく行動できた。 2

・自分の配置・役割を理解して、指示に対して一部迷いがあったが行動できた。 1

・自分の配置・役割を把握していなかった。 0

2 設備健全性確認の指示を受け、設備状況を確認・共有できた。（リーダー　⇔　現場要員） 点数

・設備健全性確認の指示を受け、設備状況を確認・共有できた。 2

・設備健全性確認の指示を受け、設備状況を確認できた。 1

・設備健全性確認の指示を受けたが、設備状況を確認しなかった。 0

3 必要な資機材の準備指示を受け、資機材状況を確認・共有できた。（リーダー⇔現場要員） 点数

・必要な資機材の準備指示を受け、資機材状況を確認・共有できた。 2

・必要な資機材の準備指示を受け、資機材状況を確認できた。 1

・必要な資機材の準備指示を受けたが、資機材状況を確認しなかった。 0

4 伝達時の声の大きさに問題がなかった。 点数

・伝達時の声の大きさに問題がなかった。 2

・遠くにいる要員の声が聞こえなかった。 1

・ほとんど声が聞こえなかった。 0

5 密にコミュニケーションをとり、作業を実施できた。 点数

・密にコミュニケーションをとり、作業を実施できた。 2

・一部コミュニケーションエラーがあったが、作業を実施できた。 1

・コミュニケーションをとらずに、作業を実施していた。 0

6 ヒューマンパフォーマンスツールを活用して、HEを減らす取り組みができた。 点数

・ヒューマンパフォーマンスツールを活用する運用になっており、HEを減らす取り組みができた。 2

・ヒューマンパフォーマンスツールを活用する運用になっていたが、数回活用できなかった。 1

・ヒューマンパフォーマンスツールを活用できなかった。 0

7 指示された装備を迅速かつ確実に着用できた。 点数

・現場要員は、指示された装備を迅速かつ確実に着用できた。 4

・現場要員の一部が指示された装備を着用できていなかった。 2

・現場要員全員が、指示された装備を着用できなかった。 0

8 工具の使用に問題がなかった。 点数

・適切な工具を選定し、使用方法も問題がなかった。 2

・適切な工具を選定したが、使用方法に問題があった。 1

・適切な工具を選定できなかった。 0

9 車両の操作に問題がなかった。 点数

・車両の操作および誘導に問題がなかった。 2

・車両の操作若しくは誘導に問題があった。 1

・車両の操作および誘導に問題があった。 0
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【良好事例】

【気付き】
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